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すじずのふ':1 2 ・

平
成
五
年
度

町
長
施
政
方
針

「
み
ど
り
と
文
化
の
町
づ
く
り
」

ヂ
成

-

九
年
度
の
子
算
編
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
第
三

次
重
信
町
総
合
開

発
計
州
の
廿潜
水
概
念
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
川
間
淑
の
取
点
的
か
つ
効
病
的
な

配
分
を
行
い
、

都
市
化
の
進
桜
に
合

わ
せ
た
環
境
整

備
を
進
め
、
ぃ
品
約化

、

同
際
化
放
び
出
度
情
報
化
時
代
に
付

応
し
た
体
制
に
よ
り
、
一
机
祉
の
向
上

手
』
始
め
と
し
た
諸
純
策
を
般
進
す
る

と
と
も
に
‘
前
七
刈
の
あ
る
長
が
社
会

を
め
ざ
し
て
「
み
ど
り
と
文
化
の
町
」

づ
く
り
に
温
進
し
た
い
と
考
え
て
お

す
。

行
政
組
織
の
活
性
化

引
き
続
き
O
A

慌
の
将
人
等
に

る
行
政
改
不

を
進
め
る
と
レ

7
b

に
、
従
米
の
諜
を
兄

爪
し
、
金
州
市

4

上
部
門
担
当
J誕
の
新
設
と
、
間
判
部
の

名
品
件
を
改
め
、
企
同
調
艶
機
能
の
充

実
と
商
工

観
光
部
門

の
振
興
を
凶
る

ほ
か
、

郎
市
廿
砂
川
絞
殺
備
や
窓
什
サー

ビ
ス
の
向
ト
い
を
め
ざ
す
、
」
と
と
し
ま

し
た

。

町長

和国治樹
企
画
の
充
実

新
設
の
全

両
市
L
諜
で
担
当
す
る

ニ
と
と
し
、
久
性
や
打
お

も
広
に
よ
る

町
政
へ
の
参
両
を
阿
る
と
と
も
に
、

町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
や
政
策
懇
談
会

警
に
よ
り
川
民
の
々
々
の
ご
立
比
を

作
聡
し
な
が
ら
町
政
を
進
め
る
計
州

で
す

。

ま
た
、
姉
妹
町
等
の

地
域
間

交
流
も
ト
今
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
る

ほ
か
、
町
広
報
も
充
実
し
た
い
と
考

え
て
お
り
す

。

社
会
福
祉
の
充
実

凶
川
以
の
胞
策
に
合
わ
せ
た
社
会

一M

枇
の
光
完
強
化
と
年
金
、
外
崎
医
療

胞
京
の
先
主
を
進
め
る
ほ
か
主
人
保

健
悩
祉
計
州

の
策
定
に
も

取
り

'組

み
、

ホ
ー
ム
へ
ル
パ
!
の
地
口
洋
に

よ
る
尚
齢
訴
の
従
宅
福
組
対
策
を
強

力
に
推
進
す
る
外
川
両
と
し
ま
し
た

。

さ
ら
に

、

ね
た
き
り
を

人

等
介
護
手

中!

の
m
瓶
、
針
き
ゅ
う
純
術

世
の
助

成
J
U

行
う

こ

と
と
欽
し
し
た

。

保
健
対
策

住
民
の
健
康
へ
の
関
心
に
呼
応
す

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
六
十
歳
の
基

本
健
診
導
入
、
乳
が
ん
及
び
肺
が
ん

検
査
の
例
人
負
担
の
廃
止
、
ね
た
き

り
老
人
や
痴
呆
性
老
人
に
対
す
る
巡

削
指
導
や
飽
政
相
談
及

び
機
能
川
似

訓
練
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
住

民
の
作
磁
検
診
や
育
児
相
談
本
業
法

び
食
ぞ
治
改
善
活
動
は
引
き
続
き
克

施
す
る
計
同
で
す

。

生
活
環
境
の
整
備

ず
生
活
排
水
対
策
と
し
て

郎
山

部
に
お
い
て
は
ド
府
地
に
よ
る
処

m

を
、
民
村
部
で
は
段
村
集
係
排
水

市
け

業
に
よ
る
処

m
を
、
そ
し
て
そ
れ
以

外
の
地
減
で
は
合
併
処
町
内
げ
化
問
に

よ
る
こ
と
と
し
‘
本
年
度
は
句
川
排

水
対
策
俄
進
計
州
の
策
定
に
取
り
組

む
ほ
か
合
併
処
理
浄
化
問
設
活
が
業

官
補
助
金
と
山
村
集
落
排
水

事
業
の

調
査
費
を
計
上
致
し
ま
し
た

。

ま
た
、

ゴ
ミ
処
域
対
策
に
つ
き
ま
し
で
も
、

引

き
続
き
付
策
す
る
よ
う
計
州
し
て

お
り
ま
す

。

市
川
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
桁
化
の
た
め
新
し
い
胞
設
の

検
討

を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
は
他
社
常

備
計
凶
京
定
を
予
定
し
て
い
ま
す

。

農
業
の
娠
興

内
外

の
厳
し

状
・
泌を
断
え
、

小
紋
農
家
の
行
成
や
生
直
性
の
・
H
川
い

民
業
の
展
附
を
阿
る
と
と
も
に
、
近

代
化
の
基
態
と
も
る
政
道
水
路
等
の

土
地
改
良
事
業
を
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
と
合
わ
せ
積

極
的
に
推
進

す
る
ほ
か
上

林
地
区
に
お
け
る
ほ
場

整
備
も
引
き
続
い
て
実
施
し
、
品
業

生
産
基
盤
の
整

備
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

林
業
の
振
興

林
道
韓
航
費
及
び
森
林
総
合
蛇
備

が
業
や
地
域
森
林
部
境

監
備
本
来
の

経
貨
を
計
上
し
て
お
り
ま
す

。

ま
た
、
血
ヶ
街
地
区
の
森
林
利
川

-
H
M度化
対
策
事
業
は
、
引
き
続
き
胤

辺
の
滋
林
整
備
を
叶
州
致
し
て
お
り

ま
し
て
、
既
に
そ
の

一
郎
は
住
民
の

H

々
に
よ
リ
森
林
ア
メ
ニ
テ
ィ

公
同

と
し
て
利
川
さ
れ
て
い
る
と

こ

ろ
で

す
。

そ
し
て
こ
の
様
林
公
闘
に
つ
な

が
る
林
道
上
林
川
之
内
線
の
改
良
に

つ
き
ま
し
で
も

本
年

ニ
バ

の
起
仁
式

に
続
い
て
工
わ
ゆ
が
進
め
ら
れ
る
「
主

で
す
。

商
工
業
の
振
興

前
.
1.

全
を
小
肢
と
し
た
聞
係
川
体

の
育
成
強
化
に
労
め
た
い
と
作

じ
ま

す
。ま

た
‘
本
町
の
観
光
資
源
に

L
P
h

u

し
、
み
ど
リ
盟
か
な
れ
然
を
市
か

し
た

観
光
等
こ
つ
い
て
験
討
す
る

A

州
で
す

。

都
市
基
盤
の
整
備

第

一
に
、
正
要
町
道
の
拡

一郎
改
良
と

作
地
域
の
生
活
関
辿
道
路

の
改
込
舗

装
及
び
h
u川
速
道
路
間
辺
援
備
事
業
を

進
め

る
と
と
も
に
重
信
川
周
辺
の

「
か
す
み
の
森
公
倒
」
及
び
「
樋
口

公
同
」
を
整
備
の
子
定
で
あ
り
ま
す
。

第
二
は
仁
地
厄
岡
整
埋
で
す
が
、

本
年
度
は

-恒
例
道
路
及
び
務
地
工
U
4

を
実
施
す
る
と
と
も
に

地
区
内
の
児

市
公
闘
の
経
備
も
計

州
し
て
お
り
ま

す
。第

三
は
総
A
H公
閥
抗定
備
で
あ
り
ま

す
。

同
県
の
附
係
機
闘
と
協
議
し
な

が
ら
具
体
化
を
進
め
て
参
り
ま
し
た

が
、
本
年
度

か
ら
本
約
的
に
将
仁
す

る
計
凶
で
す

。

第
問
は
郡
山
ド
水
で
す
が
、
本
町

に
お
け
る
ド
水
道
引
業
に
つ
き
ま
し

て
ら
そ
の
将
米
構
想
を
検
討
す
る
こ

と
と
欽
し
し
た

。

教
育
文
化
の
振
興

同
際
化
教
育

の
一
環
と
し
て
教
U

A
び
小
学
生
の
海
外
派
追
を
「
志
し

て
い
ま
す

。

ま
た
、
本
年
度
は
北
山

井
小
中
校
の
A
H併
浄
化
協
刊の
改
修
を

ル
川
州
し
ま
し
た

。

社
会
教
行
に

つ
き
ま
し
て
は
、

町

民
会
館
を
拠
点
に
中
川
悦
山
下
利
下
業
の

ほ
か
凶
際
交
流
や
民
会
活
殺
市
芹
を

引
き
絞
き
実
胞
す
る
と
と
も
に
文
化

協
会
の
行
成
に
ら
畑
山
め
る
J
r
主
で
す
。

ま
た
、
分
断
活
動
の
振
興
の
た
め
、

そ
の
的
動
四
日
以
ぴ
地
域
の
公
民
館
施

設
改
修
貨
を
補
助
す
る

・
」
と
と
致
し

ま
し
た

。

M
N
断
、
出
火
民
俗
資
料
航
は
、

本
年
度
例

代
H
購
入
伐
の
充
実
を
凶
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る
か
パ
ソ
コ
ン
に
る
デ
!
タ
取

り
込
み
方
式
を
導
入
し
、
問
書
館
的

報
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
凶
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た

。

ま
た
、
町
内

の
埋
m版

文
化
財
の
発
嬬
調
木
凡J
U

続
い
て
行
う

と
と
も
に
作
磁
の
社
会
体
育
い
れ
業
や

粍
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
進
め
た
、
と

作
じ
ま
す
。

特
別
会
計

ま
ず

、

住
宅
新
東
資
令
等
貸
付
い
や

業
特
別
会
計
で
は
、
地
ぃ
均
的
の
償
還

u
b
」
、
主
人
保

健
特
別
会
計
で
は
、

前
年
の
完
結
を
も
と
に
医
山
即時
を
討

上
欽
し
ま
し
た

。

次
に
同
民
健
胤
保
険
特
別
会
計
で

は
、
被
保
険
朽
の
減
少
と
い
け
川
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
凶
保
の

情
造
的
な
問

題
と
も
な

っ
て
い
ま
す

。

医
械
の

いH
川

度
化
と
診
探
報
酬
警
の
引
き
上
げ
に

よ
り
保
険
給
付
切
は

m
加
し
て
お
り

ま
寸
九次

に
簡
易
水
道
引
業
特
別
会
計
で

は
、
本
年
度
は
水
道
川
口

の
敷
設
凶
作え

仁
一
下
等
を
計州
放
し
て
お
り
ま
す

。

以
後
に
仁
地
区
同
幣
削
刊が
業
特
別

会
計
で
は
、
州
北
設
計
及
び

，M
地
仁

引
等
を
計
上
致
し
ま
し
た

。

近
年
は
特
に
厳
し
い
財
政
私
的
に

加
え
、
日
以
気
の
減
速
昨
日Jに
よ
り
全
凶

的
に
税
収
の
動
向
が
懸
念
さ
れ

、

大

変
厳
し
い
い
川
而
を
迎
え
て
お
り
ま
す

が
、
当
町
に
お
き
ま
し
で
も
飽
令
財

政
の
m
m保
と
的

縦
な
財
政
巡
川
に
よ

り
打
々
と
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
お
り
、
本
年
度
も
多
核

化
す

る
行
政
布
袋
に
対
応
し

つ
つ
、
ニ
ト

一
川
町
紀
を
め
ざ
し
た
「
み
ど
り
と
文

化
の
ま
ち

・

歪
信
」

の
活
性
化
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す

。

重
信
町
行
政
組
織
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

ヂ
成

-h

年
間
川

一
日
か
ら
行
政
組

織
の
一
部
改
正
に
作
い
、
合

州
耐
仁

川

州
を
新
ぷ
す
る
ほ
か
、
-
部
品

の
ヤ
れ

林
を
変
似
し
ま

し

た
。

作
却

の
れ
林
投
び
分

ψ
rが
は
州
立
次

の
と
お
り

で
す

。

総
務
課

職
日
以
の
』

ぃ山
ド及
び
給
与
に
附
す
る

、
」
'
と。

財
政
に
附
す
る
こ
と

。

選
併
に
閲
す
る
‘
}
と

。

消
防
及
び
交
一
店
に
関
す
る
こ
と

。

議
会
及
び

一
般
行
政
に
附
す
る
こ

・ζ
。

他
諜
の
-rk

作
こ
同
し

な
い
、
Z
-
。

電
算
課

屯
拝
に
附
す
る
こ
と

。

税
務
課

町
税
及
び
山
川
氏
税の
賦
ぷ
徴
収
に

附
す
る
こ
と
。

同
民
館
山
峨
保
険
制
悦
の
賦
沫
徴
収
に

附
す
る
こ
と

。

町
民
課

ド
時
什
山
民
法
本
ムH似
に
附
す
る
、
」

ー
と
。

川
間
以
年
全
に
附
す
る

こ
と

。

同
民
健
山
時
保
険
に
附
する
、
」
と
。

什
肌
℃
管
開
に
附
す
る
こ
と

。

医
療
給
付
に
附
す
る

こ
と

。

主
人
保
健
の
阿
保
-
』
関
する
司
』
レコ

福
祉
課

社
会
一M
M
刊
に
附
す
る
こ
と

。

児
位
制
社
に
附
す
る
こ
と

。

保
健
衛
午

.

に
附
す
る
こ
と

。

環
境
衛
慌
に
閲
す
る
こ
と

。

公
布

‘

-
附
す
る
こ
と

。

同
和
対
策
室

川
和
対
策
が
業
の
総
合
金
州
投
び

辿
給
刊
州
移

.

に
附
す
る
こ
と

。

川
和
教
打
推
進
に
附
す
る
こ
と

。

地
卜H
改
汗
施
設
戦
怖
が
業
に
附
す

る
こ
と

。

川
利
川
組

の
制
州
本HU
以
ぴ
研
究
こ
附

す
る
こ
と

。

要 観
き茎 光
言案 に

|到
す
る

a

般
ト
小
(
道
路

、

雨
洪
、
川
川
)

に
附
す
る

こ
と

。

住
築
に
附
す
る

こ
と

。

w仰
い
山川
げ川
州
に
附
す
る

こ
と

。

産
業
課

州
民
林
業の
振
興
に
閲
す
る

こ
と

。

上
地
改
良
に
附
す
る
こ

と

。

段
業
仁
木
・
に
関
す
る

こ
と

。

民
業
委
日
以
会
に
関
す
る
こ
と
。

ぷ
点
以
悦
び
ぷ
川
必
-
』
附
す
る
こ
と
。

都
市
整
備
課

郎
山
川
町
川
陥
に
附
する
こ
と

。

他
泌
に
凶
さ

な

い
郎
市
計
州

司

』
附

す
る

こ
と

。

国
土
調
査
課

川
川
上
調
作
に
関
す
る
こ
と

。

水
道
課

企
画
商
工
課

ボ
道
に
附
す
る
こ
と

。

A
t戸川
淵
絡
に
附
す
る

こ
と

。

統
計
に
関
す
る
・
」
と

。

山
凶
行
行
政
に
附
す

る

こ
と

。

山
知
、
公
聴
に
附
す

る

こ
と

。

耐
-

l

E

の
似
仙
肌(句
』
附
する
こ
と

。

平成5年度国家公務員採用試験
(大学卒業程度)

試験の純官l 111~ "1 f.t1ll 1 1li 1 第 l 次ぷ験 1 1

Ilil 家公務 it 6.13(11) 
探 ) 1 1 1 何 ，d\!ぬ

|司家公務Lt 7.4(11) 
保川 11 時ぷ験

5.6(.f) 
い，1 税匂 1"1 砡 
保 111 iよ E住 6.19W 

ジ.í. (,1) )，~司l~ '~i~ '1マ î
5.17()J) 

ZO(lI) 
1~ JII 験

w J告 fJ{ 6. 19(I:J 
J采 JIJ ぷ 験

術L ツ~ �' H�IJ .,\ 
8 .2以句-9 .21ね ]0.3(11) 

1~ 川 ，J\ 験

※汀.し t 、お H:ll 、介わせについては

〒760 ， ~.:i .fl~ d j t公r. :j~lr J-l 7 33 

人‘I ~院 11同 いil ・ J q古川第二。涼試験係

宮 (0878) 3] - 4765まで
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一
一
一
月
定
例
議
会

、 l'

成
五
年
度
予
算

八
十

一五
億
一

第
百
間
十
じ
川
市

信
町

議
会
定
例

会
は
、

→
二日
十
二
日

か
ら
三
川

二
ト

三
け

ま

ぞ

の
ト

二
日
間

の
全
則
で
附

か
れ
、
平
成

行
.

年
度
中
!
初f
竹川、

ヂ

成
問
年

小川
以
山側
r
t
pr
耳
、
粂
例
の
制
定

及
び

一
部
改
正

な
ど

ニ
ト
州

議
案
が

復
活
さ
札
、

A
K議
案
以
来
の
と
お
り

吋
決
さ
札
ま
し
た

。

ま
た
、
総
統
委

H
H会
に
付
託
さ
れ

継
続
高
内
と
な

っ
て
い
た
平
成

三
年

度
の
決
p
h
ハ
件
は
、
以
案

の
と
お
り

必
定
さ
れ

、

「
北
パ
ル
小

山
下
校
扱
び
に

北
山
ル
幼
維
同

咋
に
隣
悼
惜
す
る
遊
技

場
(
パ
チ

ン

コ
)
品
目
の
れ

尚
.

接
的
的

願
汗
」
は
係
択
さ
れ
、
町
中l
M
に
川

付

し

刈
~
凶
す
る、
」
と
に
な
り
ま
し
た

。

一
般
質
問
問

九
%
の
議
日
か
ら

公
共
ド
点
'道
・

阿
川
山
ド
ル
小
路・

ぃH
川
述

道
路
川
辺
盤

附
・

主
人
柄
社

・
川
体行

行
政

・

川
一
・
ド
校

教
育

・

付
金
教
育

・

忠

良
問
題

g

ご
み
対
策
な
ど
多
む

耐
に

わ
た

っ
て

行
わ
れ
ま
し
た

。

以
ド

議
決
さ
れ
た
~
k
な
も
の
は
、

次

の
と
お
り
で
す
。

一一一
千
八
百
万
円
を
可
決

一
般
会
計
当
初
予
算

r

竹
外
総
傾-k
l

三
億
J
千
U
M

川

(
山川
年

一
反対
比
六
・
九

%
刷
)
で
、

、ド
し
な
が
業
は
次
の
と
お
り
で
す

。

川
山m
r上
地
改
目
込
山
け
業
何
一川
一
他

-K

三
、

問
O
川
下
川

ト
し
地改
良
市
けE

-
F
1

・
ヘ
ド
札
川
下

H
1

,
-J

!l 

m
M村
総
合
幣
附
モ
デ
ル

u
w
-業

じ
ハ
し
ハ
‘
八
九
一
下
川

は
州
場
海
怖
がE

じ
)L 

一
八
一
二千
円

林
道
改
良
い巾
ド業

一
一
一
一

、

道
路
改
良
特
怖
が
業

五

八
六
、
問

-
一
三千
川

出
速
道
路
川
辺
特
怖
い
下
業

-

一五

一 、

州
五
札
下
川

上
地
M

v
州
経
m

h
い下
業

三
-h

O
、
阿

川
ん
ぷ
公
闘
終
的
が
業

一
O
九

、

総
AH
公
閥
抗
校備
が
業

二
九
九
千
川千

IIJ 
千
IIJ 

-

L
L

1

・

4
p
ド
川

1

一
一
t

』

J
S

E

，

，

，

，

J

一

寸
1
1

れ
い
'

、

'
J・

4

t
k
，
t
H

-
L

恥
転

'
f

s
yー
も

U

J
1

3

じ

下
jlJ 

条
例
制
定
・
改
正
等

重
信
町
課
設
置
条
例

の

一
部
改
正

念
州
淵
幣
と
尚
ド
鋭
光
部
門
を
充

実
さ
せ
る
た
め
「
全
州
尚

・

し
み
」
が

新
設
さ
れ
‘
ま
た
.
「
位
以
ぷ
」
は
「
川

民
法
」
に
、
「
阿
佐
諜
」
は
「
一
川
社
ぷ
」

に
、
「

U以
来
続
消
沈
」
は
「
・
ぽ
業
品
」

二
、
「

λ
れ
拘
束
-
・
Z
、
「
町

山
ぃυ
改
し
脂
製
­

，
L
J

Z1
u
v

-

"

」

'

s
・
‘

r
l

，
.

A
m
A
，
1

h
e
-

"
L

に
、
間
川

一
日

か
ら
名
林
が
変
記
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

支
給
条
例
の
一
部
改
正

川
宅
に
お
い
て
ね
た
き
り
主
人

情J

(
hハ
十

-h
t
以
上
)
を
常
時
介
護
し

て
い
る
桁
に
刈
し
、
本
年

一
ハ

か
ら

ハ
虻
千
川

の
介
必
下
中
ー

が
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
が

、

こ

れ
が
阿
川

一
一
日
か

ら

川

制
一
万
川
に
引
き

上

げ
・
り
れ
る

こ

と
こ
な
り
ま
し
た

。

「

は
り

、

き
ゅ
う
施
術
賛
助
成
条
例

の
制
定

渦
じ
十
寸
以
上

の
お

、

身
体
附
宵

ぷ
で

一
級
か
ら
三
級
の
身
体
し
し
の
間

引
い
け
の
あ
る打、
出
占川
下
帳
を
受
け
、

附
心H
H
の
山
何度
が
A

メ
は
B

と
判
定
さ

れ
た
打

が
、
は
り

・

き
叩
う
の
ぬ
術

を
受
け
た
場
介
、

一
ヶ
ハ

-

K

川
を
限

ば
と
し
て
、

一
川
千
川

の
助
成
が
問

川

一
日

か
ら
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た

。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の

一

部
改
正

什
山
主
新
築
資
令
市・

J
の
口
付
山

一反
制

が
、
新
築
資
令
は
じ
ハ
九
0
.力
川
(
引

行
h
ハ
じ
0
.力
川

)
に
、
改
修
資
全
が

問

一
0
.力
川
(
川
7

一九
0

.

力
川
}

に
、

℃
地
取
引
日
資
全
は
五
八0

.

力
川
(
引

行
rn
ミ

0
.力
川

)
に
そ
れ
ぞ
れ
問
川

a

日
か
ら

引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

る

り
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
制
渦
f

に
伴
う

人
権
雌
峨
安
い
叫

に
山川
同
俊
悦
氏

(
上
林
・

川
)
を
抗

的
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

υ

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
関

す
る
意
見
書

議
以
提
案
に
よ
る
、
州
民
業
時
村
終

的
引
業
の
，y
掠
枠
拡
大

の
た
め
の
立

比
川

が
吋
決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
舵

川
さ
れ
る
こ
と
こ
な
り
し
た

。

一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
図
表
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平成5年度会計別予算 (単位 : 千円)

会 ~-j- }lIJ 本年度 前年度 比 較 前年度対比 合計上t% 繰入金 繰出金匂幅

般 ~ a-r 5,381. 000 5,034 ,000 m，o∞ 6,9 61.8 508 , 271 170 ,520 

住主新華資金等貸付事!l:Hi全it 10 ,810 16 ,967 ム 6 ， 157 こ 36.3 0.1 521 

-lt 人保健特別会計 l.497 ,m 1.259 ,037 238.406 18.9 17.2 81 ,845 

国民能川U:t<検特別会計 944 .439 922.~JO 72 ,029 u 10.8 58.899 

簡易水j1î: :J ~~特別会計 241 ,690 203.004 38 目 686 19.1 2.8 37 ,895 

上地I>(p埼~Jll事業vm会計 633 , 100 1 ， 016 ， ωo 】 お3 ， 700 _ 37 ,7 

/t品'、 8, 708.482 8,452 ,218 256 , 26~ 3.0 100.0 

平成5年度一般会計歳入歳出予算額
〔歳入〕

款 本年度予算事目 fìij年度予算額

開n見 1, 380 , 031 1.375 , 655 
? j也 )i Jll'i噌税 120 , 889 105 , 551 

3 .fll {.湘l交付令 45 , 000 100 , 096 

4 ブルフI易不11 川税交付令 29 , 488 30 , 686 

5 ~干 })IJj出 )j H'j '1&鋭交付令 10 ]() 

6 1' 1 肋:0 11取得鋭交付金 38 , 719 38.110 

7 |吋千 1 縫i共施設等所.(E ， Iî町村助成交付金 1, 090 1, 090 

8 地 )i交付税 1 , 500.000 1 , 450 , 000 

9 交i!Ií安全対;夜特}l IJ ~ど 1・f全 3.000 2 , 500 

10 分jl[金及びf111l全 158.471 246.687 

II !史川料及び予数料 76.319 76 , 53 1 

12 1 同 J.)t 支出金 491. 865 516 ,.J31 

13 l\! 支 mイt 460.062 270 , 561 

14 1!1 J平[J以人 66 , 436 76 , 868 

15 .t.HI 全 1.520 2.733 

16 総人全 508 , 277 362.390 

17 総経イp 58 , 044 70 , 833 

18 U'i収入 61.479 58.768 

19 町 ftt 380.300 W 1, 500 

1道人{~ ,ft 5.381.000 5.034.000 

〔歳出 〕

性質別経費の図表

(単位 : 千円)

比 車交 合計 比 %

4.376 25.7 

15.338 2.3 

乙 :1 5 ， 096 0.8 

L 1.198 0.5 

o 
609 0.7 

。

50 , 000 27.9 

500 0.1 

ム 88 ， 216 3.0 

ム 212 1.4 

ム 24.566 9.1 

189 , 501 8.6 

ム 10 ， 432 1.2 

ム 1.213 

145.887 9.4 

ム 12.789 1.1 

2.711 1.1 

131.800 

347.000 100.0 

(単位 : 千円)

本年度イ・算書目のlH i以内 i以

~'V\ 本年度 ('算翻 前年度 f'算額 上ヒ 申立 子刊十比 % 特定 1!1 i師、

凶m支出金地 }I W その他

恒義全 '11 95.500 94.426 1.074 1.8 95.500 I 
.) 総t哲也 52-1.255 5S6.598 4こ 32 目 :143 9.7 31. 501 59.651 -133.103 

lt: 'I : ~ �3.765 565.746 208.019 14. .J 255 , 992 600 IOI , ï02 -1 15 , 471 

4 ~γ 1 : '11 287 ,-1 26 255 , 14 1 32 , 285 5. :1 27 , 359 2 , 704 257.363 

も ~林水政業 t'( 538 , 177 601.331 ム 63.154 ]0.0 150 , 039 70 , 0-1 7 318.091 

1再j I', '{ 40.627 8 , 043 32 , 584 (), H 40 , 627 

日 l 本的 1. 742.644 j , 646.973 9S , 671 :i2 , 4 -169.677 :179 , 700 184.980 708.287 

9 il'j~)j 'Vi 250 , 903 226.514 2.J.:lH9 .J.7 13 , 116 288 237 , 499 

10 fl.T1 ‘位 689.07� 632.!'l00 S6.'277 12.8 6.296 1-1.046 668.735 

11 災'，';: '1反 III~ 220 220 。 220 

12 公的岱 .136.406 444.208 L 7 ,l.{02 自! 103 , 283 333.123 

13 rf~ii 't~ 2. りり() 2.0()() () 2.000 

ぷ &'( 11 f干 ;n 5.381.000 5.034.000 3H.000 100.0 953 , 980 380 , 300 536.701 3.510.019 
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税
務
だ
よ
り

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

昨
卒
中

行
を
し
た
後

で
、

川
バ
昨
述

い
な
ど
山
中
山
内
特
に
川
述
い
が
あ

る

こ
と
に
丸
付
い
た
り

、
う
っ
か
り
し

て
昨
左
中
行
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

五
は
い

ま
せ
ん
か

。

も
う
一
度

舵
認

を
し
て
く
だ
さ
い

。

付
限
定
・
中
止
川
が
山

迫
っ
て
い
た
と
き
な

ど
の

訂
正
の
札

ト
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

税
制
を
多
く

山
中
山
し
て
い
た
こ

と

に
札
付
い
た
と
き
は
、
「

.

民
正

の
的

い
い
水
L
を

し
て

正
し

い
従
傾
に
訂
正
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

ょ

の
記

r
止
の

前
ボ
を
す
る

州
場
合は
、
民
正

の
山川
ボ
・

れ
げ
に
、

山
中
山
し
た
全
日
制
と
け川
正
す
べ

き
全
紙
と
を
記
入
し
て
脱
続

w
n
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

。

民
正

の
約

h
u水
が
で
き
る

刷
間
は

山
中

行
制
限
か

ら

一
年
以
内
で
す
。

平成5年明旧から
老人保健の自己負担金

が変わります

~ 人の )jが医療機関の窓

11 で支払う - 部 fHII. イヤが

次のように変わり ます。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

川
悦
制
を
少
な
く巾
行
し
て
い
た
こ

と
こ
汎
は
パ
だ
と
き
ま
、
「
彦

-
L
hド

ー

!
1
l
i
-

-
-
-
-

小
川」
を
し
て
正
し
い

税
制
に
修
正
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
修
正
山
中止
什
を
す

る

弘
、
げ
ま
、
ケ
会
γ
仁
h

・
k
g
比
，
η

口
氏
こ

aJ
1l

bll

,IE
LI

-
-

修
正
す
べ
き
令
制
を
記
入
し
て
税
務

W

へ
提
山
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

臨
ん
必
中
止
け
をし
J
H
l
れ
ば
な
ら
介

い
の
に
、
中
行
川

の
提
山
を
忘
れ
て

い
た
と
き
は
、

爪
ち
に
臨
ん
必山
中
止
川
を

し
て
く
だ
さ

い
。

昨
限
定中
止
日
制
限
を

過
ぎ
て
か
・
り
の
山
中止
H
を
、
「
則
限
後
中

山
」

と
い
い
ま
す

。

な
お
、

修
正
山
I
H
や
則
限
後

中
山

の
場
人
けは
、

山
中
川
悦
以
外
に
加
掠
税
や

延
滞
伎
が
か
か
る
・
」
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
山
立

く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
山
本
川
4
-

H

三
得
附
U

松
山
川
悦
依u
n

へ

プ
t
f
n
u

a

S
I

L

-
-
4

4,
.
nMVlla-

--

flJX:5'r '1(1J)t5�j'-.IJJ 
3 JJ 本まで 111 -'1"11比 6 1
(IJl � j) fト l主まで

合ト 900円/月 1 ，000円/月J長

人 600円/日 700円/日F完

その {也、 おj:lJ '、介わせ

は、 役場町民課 ・老人医療

係まで。

E⑪200l 内総 232

国
保
だ
よ
り

こ
と
に

な
っ
て
い
す
の
で
、
家
僚

に
災
訓
が
あ
っ
た
と
き
は
必
ず
川
け

て
ド

さ
い
。

同
保
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

、

町
民
課
、
国
保
係

で
。

は
、

必
ず
昨
認
し
て

ド
さ
い

。

・
保
険
証
の
お
問
い
合
わ
せ
は

、

民
謀
、
国
保
係
ま

で
。

町

国
保
の
加
入
と
届
出

J柄
ハ
バ
な
ど
で
阿
山町
機
関
に
お
い
て

治
肢
を
受
け
た
と
き

、

医
療
切

の
.

部
(
一
一
一刻ま
た
は

二
別
)
を
支
払
う

だ
け
で
済
む

川
以
健

一地
保
険
制
い
は

は
、
私
た
ち
の
午
前
を
支
え
る
大
切

な
制
度
で
す

。

川
似
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の

川
山

は
、
叶
一川
、
と
が卜
問
日
以
内
に
行
う

新
し
い
保
険
証
は
届
き
ま
し
た
か

廷と

川
川
川
氏
能
成
保
険の
以
険
証
が
問
川

一
一け

か
ら
新
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

加
入

し
て
い
る

附
併
へ
は

.

一
二川

本
に
郵
便
に

て
お
送
り
し
て
い
ま
す

の
で
、
だ

昨
認
さ
れ
て
い
な
い
ん

こんなと き 手続き lこ必要な もの

. (也の di日 lトj か ら転 入 してきたとき 下I 1かん、 i血 ， Iilメー町村の転 lf'" ìJf: 'リl ， l?

国 . ~i理助の制lJ，]t保険をやめたとき
ffl かん、 ij即めの住llJ，jt保険をや

保 めた ，ÌII: IlIl， 'i

lま
- 峨上坊の世ll }，]t l~W会の被tkft 行からはずれ 1:11 かん、1i!<jHf .fiになれないL 、

る たとき .flV. il1 の ，:， E IlJJ ,'i 
と
き . rí共が'1，まれたとき 印かん、 IKL険，ft!日 I:þr T 帳

. ' I ， i円以必を'1:.けなくなったとき fll かん、 f~~，;邸i~11.. iJと:主 j!Í!知 1 ， '

. (也の dilUJ 村 l二転 Jれするとき wかん、 f~~険，JI

国 • Jlil~j.誌の住ßJ，]i 保険にはい 'J たとき "'1 かん、|五I f~~ ~職場の色ll l，jtf以

{呆 険の I ，hi }j の 保険証(f表計がぶ

を . ij技場の員ll J，]i 保険のIiHkftfi にな っ たと 交付のときは IJII 人 したことを
や 主 ,M: "11 寸るも の)
め
る
と . 11~í誌の紘{別会計が死亡 したとき 1:1 1 かん、 Wrti ，l， l

き

• ' l ， iIiI米必を交けるようにな .， たとき
rll かん、[~~険ぷ ‘ i以必 II~I 好nた
〉じ ì!Í!知 l JT

. j蛙股!í'1矢 lJ，tail]伐 の k・t*にな っ たとき ド11 かん、 i以険 ，;， 1一 、 fドイí'(，hE.': 

• ~Irl人j て寸わ i}j が変わ .， たとき

ニを
. 111:.:,;. i ーやlU'，が変わ 'J たとき 1:11 かん、 f!止険，:，1:

σ〉

. 111: .: ， ;' を分けたリ、 L 、.，し土にしたとき
他

• f民険，:， 1 をなくしたとき(あるいは i'iil 
r!1かん、本人であることを ，1":
Hけするら の (使えな くなった

て 使えなくな. ， たとき)
f~~Ç尖，irU



年
金
だ
よ

n
d

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の

み
な
さ
ん
ヘ

社
会
保
険

J什
で
(
、
年
令
受
給
行

か
ら
の
安
担
L

踏
ま
え
、
年
全
の
支

払
け

が
上
山
附'M
-

H
M附
H
X

は
祝
日

に
あ
た
る
と
主
、
は

、

そ
の
山
口
に
繰

り
ト
.
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
齢
制
祉
作
・
令
は
、
川
口
・
八
ハ

­

卜

二
日
(
受
給
鋭
利
から
前
求
が
あ
れ
ば

卜

一
川
)
の
卜

一
け

に
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
阿
川
卜

一
け

が
日

眼
目

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
日
の
か
れ
叫
日

か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

二
十
歳
か
ス
タ
ー
ト

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

日
本
に
休
'
ん
で
い
る

二
十
必
以
卜

し
ハト

絞
未
満
の
人
は
、
す
べ
て
凶
民

年
令
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ

ん
が
、
聴
業
η
。
ど
に
よ
リ
次
の

三
間

期
の
被
保
険
者
に
分
け

ら
れ
ま
す

。

'
W第

一
分
被
保
険
お

1
1子
ト
仁

川
版
業
、
治
情必
然
ヴ内
営
業

の
人

公
第
二
日
ザ
彼
保
険
将

サ
ラ
リ

ー
マ
ン

、

O
L

.

公
務
H
H

咋
で
会
社
等
に
勤
め
て
い
る

人

-
W第
三
号
被
保
険
者

第

二
円
ザ
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る

配
仙
将

こ

の
う
ち
、
第
一
号
被

保
険
者
又

は
第
三
号
被

保
険
者
に

該
当
し
た
場

I 7 ・γιけめ... S.: 

J
H
(

ご
本
人
カ
加
入
手
絞
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

加
入
子

就
き
は
、
住
民
訴
を
程
鉢

し
て
い
る
山
町
村
の
凶
民
年
金
初
旬

・

窓
口
で
行
い
ま
す
が
、
ハ
子
生
の
ト
々
で

鋭
か
ら
雌
れ
て
ド

-
Mし
て
い
る
咋
の

州
場
九
日
で
、
住
民
主
を
川
住
地
に
移
し

て
い
な
い
と
き
は
、
家
紋
に
述
給
し

て
加
入
の
下
続
き
を
し
て
ら
ら

っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
下
就
き
が
遅
れ
た
場
合
や

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場
令
、
在

紛
什
位
礎
年
令
は
も
ち
ろ
ん
、
附
主
将

と
な

っ

た
と
き
や
亡
く
な
っ
た
と
き

の
附
万
基
礎
年
令
や
泣
族
基
礎

年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
、
}
と
に
な
リ
ま
す

。

ま
た
、
し
ハ
ト
必
未
満
で
同
民
健
泌

保
険
の
被
保
険
者
と
な

っ

て
い
る
人

は
、
原
則
と
し
て
同
民
年
金
の
被
保

険
円
と
な
り
ま
す
の
で
、
川
氏
側
胤
ば

保
険
の
干
続
き
を
行
う
際
に
同

氏
年

命
日
の
加
入
子
絞
き
も
併
せ
て
'
れ
っ
て

く
だ
さ
い

。

年
全
は
れ
分

の
た
め
に
だ
け
で
な

く
、
家
肢
の

た
め
に
も
奄
要
で
す

o

M
け
川
は
忘
れ
ず
に
/

国
民
年
金
の
手
続
き
忘
れ
す
に

阿
川
氏
年
令
に
l

、

二
卜
歳
以
上

f

卜
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
加
入
し

て
い
て
も
配
仙
省
の
山

一
職
・

転
職
メ

は
本
人
の
就
戦

・

結
係
等
の
州
場
AU
に

は
、
そ
の
つ
ど

川
け
山

が
必
要
に
な

り
ま
す
。

特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
'
奥
さ
ん
と

し
て
同
長
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者

に
な

っ

た
場
介
、
保
険
料
は
ご
、
ヒ
人

が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で
れ
利

し
て
い
ま
す
の
で
‘

十
れ
按
納
め
る

必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
極
別
変
配
の

川
け
山
山
は
と
て
も
大
切
で
す

。

奥
さ
ん
や
ご
主
人
に
民
品
川
が
あ
っ

た
場
A
Hは
、
速
や
か
に
役
場
に
川
け

山
を

し
て
く
だ
さ
い
。

川
け
出
が
遅
れ
る
と
、
後
か
ら
ま

と
め
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
た
り
、
将
米
年
令
を
受
け
る
た
め

の
期
間
が
足
り
な
い
と
い

う
場
合
も

あ
り
ま
す

。

詳
し
く
は
、

役
場
町
民
課
国
民
年

金
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

国民年金被保険者種別変更の手続きいろいろ
現在の種別.. 種別の変わる事由 -争 変更後の種別

ヨ;1 け被保険者 . ;，沈 )1載して Jlf. '1: 年令か共済最Il{-';-に加入する 奇~~け被保険!í

( [' 1 常業) - 京・J ~ 下(ムいの人が会社H と結燃して作業 ì :~ となる ~3~; 被保険 ti

. ，i総して l' I"~;tになる(配flll .r;.も第!万・被保険名ー になる)

第2~;-彼 f~~険将 ;;Pl ~}~1: f~~険 ti

(サラリーマン)
-会社を j込戦してI' I 'ì，":;:$行の1f..:になる

- 会社を j込戦して W.:$~ミ知;となる(会社 L1の 必) 奇~3 ~:;. 被保険.fí・

. )占が会社を i込職した

. )jの)1兄人がJ\")え、ti:Ii扶必J1ic f凶行でな く な っ た
奇5 い土岐 f~~険れ

~3サ核保険.fí・ . )i:と縦断した

(サラリーマンの た) - 犬が死亡した

会社に就縦し被jhif配偶行でな く な っ た 総2 '，}被保険.fí'・

- 犬が転戦した 応:3 I/~ 被 f~~~ .fí'

- 会11ーなどに勤めていない入、ヲ'1:が:?O裁になる 第 I \})Pi・ 1別会行

未加l 人 . 20，殺未i苅で絞殺し、!手 '1: 1ドイFか共済制lf? に hll 人 し た ~2~~ 被保険.r，.

- 会社H と結時後20i汲になる 寄~:~ ~;-被保険!í'

一自
衛
官
募
集

一

一・
応
募
資
格

一

e

卜
八
字
以
上
-
-

i

じ
ナ
ト
ボ
湖
一千

一

.

成
五
年
度
ぃ
H
川
校
市
十
業
「
主
将
は
じ

­

e

川
か
ら
受
付

一

­

一
・
身
分

一

一
判
別
限
一
同
家
公
務
比

一

e

・
給
与

e

e

初
任
給

一
札

一
、
八

O
O
川

一

.

ボ
ー
ナ
ス
年

一-
4

川
一九
・
問

eh
川
分

}
一

e

そ
の
他
待
値
下
中
1

支
給

一

一・
ぷ
食
休

…

e

食
恨
ん
的
介
山
口
はM燃
料

一

.

被
服
申r
J
U相
燃
料
で
支
給
え
は
任
十l

e

e
・
特
別
手
当

e

e

任
則
制
隊
け
は
に

・

一
一
午
終
J
l時
五
じ
じ
、
0
0
0

川

一

'

同
年
終
，l
時

­

e

一 、

一
パ
ハ
0

.

0
0
0

川
を
支
給

…

・
・
由
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先

←

e

汀
品
V
A川
酎
公
骨
な
均
叩
r
m

，

H
i
l
-

4
4
1
 

一

宇
ハ
山
内l

O
O

一

一

.

づλ
は
れ
衛
隊
恰
山
募
集
案
内
所

一

一

倉
山
じ
l
-
-
O問
。

…

，
.
地
区
募
集
相
談
員
は

一

，

r
m

世
以

一

e

中
民
約
い
い
と
怨
し
ハ
問l

O
じ
L
ハ
士

一

，

械
川
阪
地
以
一

一

一
川
中

総

合
ぃ
ハ
問l

-一
ト」
O

…

・

卜
ぃ
、
ド

林
地
以
-

e

e

泌
辺
r
k
H」

宮
六
問
|

一
一じ
同
六

一

，

御
山
刈
併
にHM
W
り

の
所
へ
御
相
談

一

e

し
て

ド
さ
い

一



す乙4すめぶ1 8 1

雪 国
主 回
農 園

ご翼 図
書雪 国

干
成
行
年
間
川
よ
り

次
の
内
容
で
、

「
お
と
し
よ
り
」
と
そ
の
家
肢
を
対

象

に
、
心
と

身
体
の
能
政
相
談
を
行

い
ま
す

。

J一e
b小
山
胞で
附
っ
て
い
る

こ
ly
六

引

分

の
こ

と
で

悩
ん
で
い
る

こ
と

、

ポ
ケ

に
闘

す
る
こ

と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
相

械
に
応
じ
ま
す

。

お
れ
粁
-
に
利
川
し

て
ド

さ
い

。

対
象

・

町
内
証
似

の
主
人
及

び
そ
の

家
肱

日

程
・

旬
川

一
一
川(別
ぷ

の
と
お
り

)

受
付

時
間
・
午
後

二
時
1

問
時

場
所
・
中
一 一
一信町
役
場
保
健
制

宅

担
当
者
・
医
師
、
保
健
制

料
金
・
無
料

内
容
・
制
別
で
相
談
に
応
じ
必
要
介

指
導
放
ぴ
助
-
J
b」
行
い
ま
す

。

※
J
r
約
制
で
行
い
す
の
で
、

引
・
山

に
役
場
保
健
制
ま
で
小
し

込
ん
で

k
l
H、ご
、

。

T
-

p
u
T
』

し
ハ山
門le

-
O
O

おとしより健康相談室日程表

平成 5 年

6 月 7 日 (月)

7 月 19 日 (月)

8 月 2 日 (月)

9 月 6 日 (月)

10 月 4 日 (月)

11 月 1 日 (月)

12 月 6 日 (月)

平成 6 年 1 月 10 日 (月)

L 
2 月 7 日 (月)

3 月 7 日 (月)

母親学級開催について

妊娠 ・ 1J '" q~ ' 1守 児 (j: !dtにと っ て 大 きな点ひ'でLあリ、 ~fl， I 
らがJじ 主iなみちゃんをぷみT1 てたいと、心から時[i っ てい |
る こ とでしょう 。 そして ， 1:Hl/.となる必ぴだけではなく.

不安を!さじる こ とら多いのではないでし ょ うか。

そ こ で、妊娠 ， /1叫i ' fl 児に!対する JE しい勾l殺を持ち、

HIdn I I' を tk:.ì!nに過ごせるように、 IIHJi. " ;と級を lIun~ します。

J'h J産会などを泊して.裂しい (1ド I ::Jづくリの場としても

平'J 川 して 卜 さい。一人であれこ 1 し141. うよリも、みんなで

，i，f;し f? っ てみませんか。

多 t~のご参加l をお持ちしています。

対象 H!n'l
場所 18 r民会館

料 金 1~.m

申し込み方法 '，I!訴にて . f~~世llM まで ' J ~liíí に "， し込んで
ドさ L 、 。 ( fi64 - 200 1 内線3 11 ・ 3 1 2)

3、4句C " ， し込みをされた むには、.jlr リ返しぶしい案内状を

送付 します。

日時及びその内容

rnlf';{ 11 U年 IﾀJ 1'~ 111 勺

51J 3111(1) (.~./11) IÎ('M 人科

午後211.'j，-
H~ J】 'U'IL l;Ilf. :nH過.

|民向1I
H崎υl' に J，ニリベ'すも.~i.f主l

311.Ho分 時"主会 U; ，'{: J) 'k際} 1~Hill!.>，'1 

6 1 1 4 1 1 吻 (Jd'l1 ・ 'J':Ul

,} 午後211、干~
H岨j ' l' の 1I 1î'; 'I:i，号ハあリ Ij

保健品，;
Pf.P/W. 

:， lIs<m分 4ft..l f+:i:最

61 1 1 8 1 1(翁 {必.N ・ 'J.:H: J

'r f灸2US，- t本。作
l~all1M Jj ，:";;_;/】， lfl('~1I 1 品

:l1l.'í'30う〉 lit: ( J)I担l わリ )j

引 1 23 11Vlo (.~.l長 . ，.I.\j I'V.定例} 栄ji l;
」 ' r' li í í l 011年 ~ ~[:，>{:ωの・;位会

1米 政ll !l\l 1
1 2 11 8<)0分 ぷ食 I).ぴ1止すf 会

子
宮
け
い
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

f

山
け
い
が
ん
検
診
(
、
が
ん
を

け
十
期
に
み
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す

。

礼
が
ん
検
診
は
‘
触
診
で
'
り
つ
検

診
で
す

。

-

十
成

-h

年
度
の
，
l
I
け
い
が
ん
、

札
が
ん
検
診
を
次
の
と
お
り
実
胞
し

ま
す

。

'H

党
総
状
の
な
い
時
か
ら
定

則
的
に
険
診
を
受
け
て

、

が
ん
の
い

則
発
見
に
紛
め
ま
し
ょ
う

。

初

め
て
の
ト
ア

u
hバ
粁
に
検
み
を
受

け
て
ド
さ
い

。

日
程
・
場
所

別
ぷ
の
と
お
り

受
付
時
間

ド
ド

彼
4

ヒ
ザ
1

-

一時

料
金f

白
け
い
か
ん
検
診

本
人
口

判
・

問
O
O
川

(町
民
卯

・

二
、

乳
が
ん
検
診

ι
旬
“
“
中
広
司
'

持
参
品

川出
版
調
心
品
川
県
(
山中
し
込
ま
れ
た

H

へ
い百
川
に
込
付
し
ま
す

。

)

パ
ス
タ
オ

ル
(
礼
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
る
ト
々
の
み
)

申
し
込
み
方
法

作
組

川
院
で
中

し
込
ん
で

ド

さ

い
。

組
に
人

っ

て
い
な
い
・
仁
川は

、

地
以
術
小
委
日
、
え
は
役
場
保
健

制
ま
で
中

し
込
ん
で
ド
さ
い

。

合
し
ハ
問l
a

e
O
0

3

申
し
込
み
期
限

l
a
t
e
a

・

'
ah
'
t
・

ぺ』
d

{
川
け
が
ん・
大

刷
物
が
ん
検
冷
に
つ
い
て

は
、
仏
側
仁
川

り
に
州
加
減
し
ま
す

M

)

L
ハ
じ

O
川
)

子宮けいがん・乳がん検診日程表

実施日 場 所

6 月 7 日 ~t 一六 月二小体育館

6 月 11 日 r*i 山 j判、体育館

6 月 14 日 ïft:作~ f町民 会館

6 月 15 日 司Z fjf lHJ 以 会釘(

6 月 16 日 L 林公 民 飴

6 月 21 日 ド林 集会 j肝

7 月 12 日 14j ll f井小体育航

7 月 13 日 ~t r' U I二小体育飴

7 月 16 日 �i: 1, ¥' IU r 民 会館

10月 12 日 取 れ 111]' 民 会館

由."廼崎、.. 凋眠司申""潔""咽胆... 申""""巳凋町喧滑叫同官官出齢、d崎、、... 、、申，、、ョ.、~... ~ ......... 向島....... 、。.、宅.，.IIfI..'~J齢、，... 、• .，..Itr\.""~"r".IIf\""'~、島崎，y... 岬t.""""-'"I""，.，.官由包~~.IW\~... .IIt'I3ロ忠、~""'__，.，_~、".... 咽陀..."..... 明白宮市~・3申盆申e暗記ヌ"



ポリオ生ワクチン投与のお知らせ
ホリオ{ふホリオウイルスによ っ ておこる病気で‘日1Ir. r小

Y己麻WJ と咋{まれています。 長に小児に 1ê'l : し 、 ときに子}Èの

巡到}J保持をおこします。

ホリオ '1' ワクチンは、 11 から飲むf- I坊Jを純で.必iJ* を 1fJIめる

ため、 卜姶!を し ていない・I~t}{ 人;切です。

ノ;-1111 、 ド Jじの とおり実施主主します。 ぷ制11 は、 役場 ・保健婦ま

て'ご迎章作ドさ L 、 。 fi64-2001 

政 'j))l1; 6 .i1M lm以 1 '. のIl\JJii?i をあけて 21111 *'1: 11 役りします

~，t 話4 市{， ;;田 j に 1Hえ fどがあり、以ドに“主 、11 する兇

(1111111)][4 "ド 7) 1 111-]-日 fド l)I:H 11'1: ま il グ】児

(21"11 1) 114�!"'-2JI III- H ~{I ・ 6J 1 :~O 11 '1 : まれの 兇

1えぴ4 寸.ti前のぷ1"1 り児

11 11,], "'loc:�f!'.5JJ 1 111 (刈午後211年 -311、?

I必 /ﾎfr 'Td. l町民会的

持参 JtJ lせ{-子帳f:p鏡;

� }:. .O: ・l~rii I:} {-l帳の11~/Jえのない場介は(-防彼組を i ハ、

ません。 必ず I:}. f. 子艇をご持参ト. さ L 、 。

、 1'111 のお伐の{本i~ を訓1I っ てきて 1" さ L 、 。

そ の 他 次1111 は‘ 1 ' 1反日ド 10)12111 です。

重信町スポーツ少年団剣道部員

集
小学'1:剣道部 iiの募集をfj- l 、 ます。 Ij l 込 1111年{

次のとおりです。 なお、 fヤj、 '"'f:校に ~~%~lriがあ

りますのでご覧 く ださ L 、 。

1.南吉井剣道部(南吉井・拝志・上林各小学校区)

申込日時

‘"'1反 5$1'. 4 J 1 ~~ 11 ( I:) 
lïll.'j，:m うj- -1911，\<~O分

場所

'1i: 1.\開 j トレーニングセ ン ター

(こ の 11 以外で も受付 "f)

2 . 北吉弁剣道部(北吉井小学校区)

申込日時

・"1&5"ド~) 12311 (匂

lïll ，\'O:W分ー 1911午30分

所

~t ， '1 )H" ' ;::校 Wfitrr\

(こ の H 以外で b '"l: 付 υfl

3. 若葉剣道会(募集人員幼児・小学1年生で5名 )

日時

'I C lñ日 "HJ 1 1 11 t{;J -
申込先

松 III/fリ í-t， /i1r(以安ぷ近藤英{変

4. 大人(男女共)で剣道ご希望の方

~t ,'1 )1υ1 ，"(:校 (+:fi館

(JI 、水、全 HIII~' -)

'ft {, jPI J トレーニ ン グセンター

(火、本、 I-. 1811年-)

までお位 し l、さ t 、 。

5. 問い合わせ先

'fo: (, \ @Iill 会官1;1品l

ri* 卸J.i.且会近縁

I 9 ・ }tø....t，;，すめぶ

児童手当の手続きはお済みですか?
千l反.J íド 1)1 111 から児よln 吋:Jj111支が己主 lト. さ il一 人 11 の {- f!~ (‘, '. 

1;'主 3"ド 1J J 211 '1 :以降)から子、11が文給されることになりま し た。

d.1i:消 ;1とは随Il.kHI ますのでIj l ，ì i'l をされる }j は役場ト"'，~fll:，;~l まで

おこ しく ださ t 、

なお、必.;主 JlYぶされた }j は /ÎJr1~ト限度傾を必えない限 1) ';1'1 ;ドの

'~JI よリ~*:~されます。

主主;?の対象となる児市:の "1'.附については次のぷの とおりです。

ぷし L 、・li は、 福祉課でお ':'1. t J. トさ L 、 。

電話64-2001 内線254

児童の年齢についての経過措置E

H誌の必 '1 : 11
お 1 f -1 えiJl<: :1"r.1 112 11 n lfHニ '1 : ま iL た児 1'1\ の凶する 11 分

まで J〈給

'I é l，見 J l:"1'.1/1 1 11 ~ í去の誕生 11

-'I" IJlt Jじ"1'-l ~JI :~III '1 : ま il !7) ~(.市
の凶する )1 分

まで JdJT

~ ~ ) ・ ""1&2"1'.1)1111 'jéf蕊 5 "1二 12)1

以降 ー・1'1&2"ド l:m:~111 '1 まれ !7) 児悦 分まで支給

3 歳の誕生 11
'1'ー 1 ，1<: 3 "ド lJllll 1'.1. 1& に，，:ま il た Y己巾: グ)J，必する JI 分

0念・ 4、・ J‘~司uFEba 

事業主のみなさん
労働保険料 Ui災保険 ・ )11( 111 保険)の qI ~J;. . 納付はお

済んですか

'l' Ioc5{1二 l支 の q ・ 1 支tJ..t:新 ( i . 日 11� 11 ま でです

T 就 き 'í . ;j 忘れのない よ う、 .t; '1'.めに 、 <<0:ぶに p

Ijl ;'; ・ 納 f・! の 1， 1::l l 、 fTわせは、

愛ほ労働J.~:1'\ J，:/労災 h1ì lrt ，球 (()899 - ~5 ~1()1) 

愛kïlm)t~"lf~Çι県 W899 ~ 1 -2111) 

| または II{ れ 川沿JJ馴

6~ - 28~3 

6~ - 3355 
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官官ιけのぶ1 10 1

粗大ごみ回収 (4月28日)のお知らせ
4 J 12X 11 (拘 CHllJ.、ごみ I"I JIÁ 11 です

トーじのことにiYi G. し 十汁，i:場所・、 ""， L て i、さい

回収時間

I"IJ以 11 の'r- liíj1 Oll ，~ーまで

(1 1I 1 ~ J. lln外の 11 には，'1 '，さなー いで卜さい)

回収する粗大ごみ

テレビ、 ì1ìlr.l1 J ，j.，- 、 t たた く 険、 11'1; '1'- , ミン シ 、 べ '1 ド、

机、 イス、京!!.ふとん、 じ J うたん洋 l そ の他の L

1) について:1:・1 ~liíj(こ福祉課ヘ t;I::J~ 、 f?わせ卜さ l ." ) 
注意夢項

ーがk ごみ、 イ4燃物(1'] ン ・ ビン lri) (主低水泊。) ;)) 11 f~f. 

で I"I~J.します ので、中Il人ー ごみの 1"IJ11 には!I'.さないでド
さ L 、 。

コ'ム拠品 ・ ビニー ' 1- ~~; (うすいアゼシートリ、ウス川

ビニ ー ルンート) 7J.-ピノ) ,;j', JJ1E ~物及び・l' 1~ド庁から の

州 1 1''(í ! ;断りします

tll A:ごみの小 にはまだま1:+'1 Jlj できると忠われる

む のがた く さんあります 1' 1 1，す liíj にもう ・ !文平 '1 川でき

ないかぽ必しまし : う

l … ω山;U凶…じは念
f年!ドミ\、 :迎4占必~.i法j去;ぷ念 H を '1小|ドtし.心心じ心、と寸る 5引111 1けl から ï l日1 ;ままで7の)1;迦E凶1 1 

11間i日川lリi をを， ~迎滋虫怒~ i必lよ、 i越包凶11間iH削lリpとこ し 、 t法よ 4必r~í行「灯[ やi れ1 -1本4 弁 ，\，迎使 i仁:J.迎虫 f令?会の t協t~)J 1 

を 1仰!浮}て、 f作守締 1行j'がiμL を i行t つていま寸。 。
2 近代|ぜぶク) :;JJ.il; は、いずれら， fI!.1 人の尊厳の雌i弘、 i 

fI!.1 人の f1 111 と・!えて予の保附を 1 1 燃としており ‘ 1I 本 Iq)也、 |

μ、|似のい的人権を広く l附していますU しか |
し、 fl!.1 人の ll~ +'1が似附さ ilているということは、 (1分 !

の怖や! と I ， il ll年に他人の他+'1 ら liL附さ れているという l 

ニと であリ、 1，I ，j 行の共作がi文|られ;なければなリません

また、こ の ような法本的人権を機s泌するため、権 j)

1) � j 伎は iiJ(こ f沿 っ て íj われるべきであると 47 え られ i

て います このI!;ifllt を「;去の 支配」といい.これら 11

本 IElí必i1、の jli: '~ な J~ ( JlPト ーつです。

3 政 'f'lli)j'(立、:必u、の岳人として、:必ìL に j;i: っ た公‘I '-t­

政判l を することで、|五i民の J& -1~(I '.) 人怖を 1・リ、 IrRを実

IJl し法の文t'it:を維持する役割i を月比た L てきま し た

U I の こ とをよ く .flll解され、 ~I(が1 F~ を、れ'人: とら:二、

-1M )岸本(1:)人十ffiが尊 i市さ iL 、 iLの J〈両じの jj -き!， Ii l ‘た I F.I 1 

:こしていこうではありませんか

憲法週間を迎えて

J品

抗本<;.-、 え 十?

公民世i'\1叫fI同

. 1三七7

aよ‘|り 11 グ う 〆 ト

ヘ I.<.J也仏J也 Itl ~dl!~ 

公民f!f:

t也 ノ ト公L(ぬ1

公以内1\

!l (.;， 1品
i泣|刈地 Ijíl

公民自1

I~i也公以内'i

;明 I.t! Jm : ホ J 寸 '.H~I
If'i f� トtl J也 l 公民釘\lt Ji!!~ 一一一一一一寸

一一一;-~瑚卜tlJ也~: 一一一一一寸
j也

~t !k へ 11 1 

lh 'l'f- 川 寸1而疋 (';i1~J 1 

~t 'l'f- 111 ' 大地以 Itl
北 'l'f- i'i I.tl 厄 「EE可福一

←約f トt 1 れ I~L!<: 川jIt.Jinq 一-

H. .I~. J也偽
必日';. P'j 倣

ト村、 II 会川i

~;_I品 }:Iリj .1仁 rnq

組大ごみ回収場所

一一寸

一一一一一「

",, 
内

一日

一一以

「11

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

間
川
し
ハけ
か
・
り1

五
日
ま
で
ハ

­

ご

日
間
、
「
が
わ
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同
ぃ
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一
辿
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全
泌
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」
か
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さ
れ
ま
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一
地
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中
山
…
ば
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シ

ー

ト
ベ
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ト

ハ
マ
行
川
ハ
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に
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る

限
必
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転
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日
川
齢
行
と・
l

ど
む

の
・父
必
事
政

問
、
川
必
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引
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の
締
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L

で
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の
泣
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ザ
レ
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父
泌
マ
ナ

ー
の

実
践
を
門
的
づ
け
る
こ
と
に
よ

り
.
人
‘
一
十
則
の
，

l

ど

''
u
や
U

決
山
下
向

に
よ
る
・
父
一
必事
政
を
な
く
し
ま

L
4

一一一一一一一ーーー「

111 

|品l

良

一叩
け一地

;(~ 

トtl

1.11 

ノ、
.， 、

:r 

樋

"ょν

ー

一川

1'4 

見

一川
一川無料で、相1 ，1真を

ー人や

暴力団に関する因。ごと相談は
愛鰻県暴力追放推進センタ-P

二 ちセンターは、昨年3 Ji 1 日施行された r}k JJN;およ」

こ必づき 設.. T. された 111' 1叶法人です。 ぷ~)J 1吋を撲滅し

安全でf上み よ い愛媛の文・4犯のための皆般のセンター

です。

3 主な II ~業i市助 l立、

. ~走 lJ 1司でお附りの )jへの-1'11誠治虫)J

受けます。

また 、 -1'11 ，1虫の秘街 も凶く'.)= ります。

・ ;訴訟 ~1 fIJ の無平'1 (-貸付けなど ~k }J 1升から HE'S を受

けた土414予の支援活動

・ 4長 JJ I司か ら足を洗いたい、 i先わせ fょ L 、という

家1mからの相談活動

・少年を暴 )J [1fから引き出Itす こと の中11必 iiF; ~JJ

・ lU lXの皆織の恭 :M~似絶の立，訟をたかめるための

広報Ìi'i{i))など

二相談先 ("l..t t古でも、 lfó J棄でも相談を受けます。 )

十全山 市{~:茸![ lH f7{存地

財団法人 愛媛県暴力 iß放推進センタ­

ít ~~(0899)32 - 8930 

(0899) 32-1893 

思いやる
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②
燃
え
る
ご
み
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す
時
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川
以
日
の
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午
前
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時
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③
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不
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物
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出
す
時
間

H年 1111
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のの
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③
回
収
す
る
不

燃
物

ガ
ラ
ス

・

ピ
ン
知

・

全
物
m
・

7

ラ
ス
チ
ノ
ク
知

・

先
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

や
J

④
注
意
事
項

不
燃
物
以
外
の
'
む
の
を
一
祁
に
山

さ
な
い
で
ド
さ
い

a

ダ
ン
ボ
ー
ル
和
咋
に
入
れ
る
な
ど

不
燃
物
が
散
乱
し
な
い
よ
う
川
く
比
例

ゐ
リ
し
て

卜
さ

い
。

う
す
い
ア
ゼ
シ
l

ト
及
び
ハ
ウ
ス
川

ビ
ニ
ー
ル
シ
l

ト
は
川
似
し
ま
せ
ん

a

ス
プ
レ
ー
缶
や

エ
ア

ゾ
l

ル
桁
を

出
す
時
は
、
必
ず
小

の
ガ
ス
を

快
い

て
ド
さ
い

ω

火
災
写

の
が
放
の
も
と

に
な
り
ま
す

J

⑤
不
燃
物
回
収
場
所

L 

化
上
I
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町
'
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メ

l
i

t
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樋
U
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H
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・
徽
川

以
公
民
館
・
桃
川
川
町

e

一
本
松
・

縦
川

川
町
愛
凶
新開
店
償
・
樋
什
オ

タ
ピ

・

4
1
川
仏
大
川
内
境
内
ふ
次
大
以
川I郎

引
い
い
ん
的
介
、
よ
市
川
県
会
所
・
池
川

出
店
北
側
て
八
一
民
地
必
地
ぃ
間
以
側

、

必
沖
川
同
地
ス
ト
ア
ー
州

・

内
川
県

会
刈
ん
い
附
奥
村
尚
山
山

・
池
ノ
ド

公
民
館

'
M
m併
行
川
地
公
民
針
印
刷
側

H
l心
地
以
一

卜
林
(
川
心
地
情
)
・
1

林
小
品
集
仰
場

・
ト
林
川
脱
出
所
峨

-
-

4

/

揃
パ
ス
作

・

八
幡
公
以
針
郎
、
検
出
公
民
館

w
h

uほ
地
公
民
館

・

卜
林
集
会
所

・

ん
い
い
/

段
・
公
民
恥m
-
州

ノ
ハ
介
公
民
飢
・
位
協

上
村
文
刈
北
側

ト
剛
山
介
地
-
伏

見
奈
良
公
民
館

リ

f

，

l
f
7
1

・

片
口
付
同

μ
!
?

・
l

在
同
地
澄
闘
地
前

v
m
律
笠
下
薬
師

b
v北
側
・
山
窪
築
指
場
v
射
池
公
民

館
v
午
洲
川

地
駅
北
米

e

午
洲
川
地

問
械
市
・
午
湖
同
地

L
ハ
隙
南

・
1

湖

同
地
つ

一

ト
問
棟
北

v
w双
眼
銀
'U
収
い
い
川

主

化
州
市側
v
午
洲
集
術
場

v
北
野
ム
け

川
地

v

大
池
泉
州

・

肝
川
主
術
川
匂
v

ト
八
・
訪
山
水
繊
ふ
新
村
公
民
断

外
公
民
館
、
集
会
所
に
川
以
谷
誌

を
ぷ
抗
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

小

に
入
札
て
ド
さ
、

J

ご
み
・
粗
大
ご
み
・
不
燃
物
を

出
さ
れ
る
方
へ

ご
み
・

制
大
ご
み

・

不
明
・
物
を
山

さ
れ
る
H
3

、
次

の
こ
と
を
厳
守
し

て
ド
さ
い

w

*
指
屯
さ
れ
た
け
に

、

指
本
場
所
ヘ

山
し
て
ド
さ
い

d

牢
燃
え
る
ご
み
と
小
限
物
は
き
ち
ん

と

η
け
て
出
し
て

卜

さ
い

ゅ

キ
ド
叫a業
一
昨
か
・り
川
閉山
さ
れ

る

ご
み
芹

に
つ
い
て
な
川
円
以
し
ま
せ
ん
乃
で
、

が
業
所
ご

と
に
処
m
L
て
ド
さ
い

。

ご
み
の
山
山
L

む
の
忠
い
川
以
場
所

一
一
つ
い
て
ば
、
川
以
を
川
町
ル
し
ま
す

ハ
で
、
き
九
ん
と
山
す
よ
う
に
し
て

ト
'
恒
三
い

色
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ド

山
初
式
が
一
一
-
川
仁
川
坑

じ仁
川
小山
下
校
グ

ラ
ン
ド
で
、
内
町
山
防
川
日
以
な
ど
約

じ
行

れ
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

被
い
糸
川wv
nは
次
の
と
お
り
で
す
。
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教

育

同

和

「
第四
回
人
権
を
語
る

ど
か
ら
④

病
院
実
習
で
学
ん
だ
-
}
と

東
温
高
等
学
校

矢 ニ
野 年

美
和

私
た
ち
l

、

権
の
尊
さ
を
・
本
中
i

に
単
解
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か

。

枇

の
小

の
J
r
市
や
一
小AH
m

一さ
を
見
紘

く
、

鋭
い
心
の
日
を

A
1
一
度
附
く

必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

。

小
・

小

-

u
H川拝
中
校
に
お
い
て
、

引
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
場
を
泌
じ
部
浜

正
別
に
苦
し
む
人
た
ち
の
実
態
、
部

川
治
主
別の
起
こ
リ

、

水
子
社
運
動

、

戦
後
の
部
ψ治
不
別
解
消

の
た
め
の
、

取
り
組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悦
以

か
り
字
削
引
し
て
き
ま
し
た

。

し
か
し
、

こ

の
よ
う
に
い
く
ら
小
十
例刊
を

つ
ん
で

c
た
か
ら
と
い

っ
て
J
q

「
た

、
同
和
問
題

か
。

も
う
ト
分

1 13 ・官官μ私ぶ

わ
か
っ
て
い
る
の
に

。

」

な
ど
と
い
っ
た
残
念
な
戸
を
聞
く
の

も
雌
か
で
す

。

埋
解
す
る
こ

と
と
、
行
動
に
う
っ

す
こ
と
の
間
に
は
、

け

に
見
え
な
い

同
町
れ
が
あ
り
ま
す

。

池
山
を

・本
配
け

に
す

る
こ
と
も
よ
り
い
っ
そ
う
困
難
で
す

。

す
べ
て
の
人
が
・
}
の
川
和
川
組
に

つ

い
て
、
'
H
分
の
問
題
と
認
め
、
正
し

い
知
識
を
得
て
、
点
剣
に
取
り
組
む

安
併
が
大
切

で
あ
り
、
態
度
で
ぶ
し

て
こ

そ
‘
間
組
解
決
の
糸
刊
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。部

V治
不
別
の
問
題
を
放
出
し
て
お

く

こ
と
は
、
刀
さ
れ
な
い
、
}
と
で
す

。

現
代
社
会
に
伐
さ
れ
て
い
る
こ
の
爪

あ
と
を

二
卜

一
川
町
紀
へ
そ
の
ま
ま
伐

し
て
い

っ
て
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

。

少
な
く
と
も
、
解
決
へ
の
機
会

2
2

め

り
時
間
も
あ
る
の
で
す

。

私
た
ち
の
、

H
v
m抗に
行
動
に
移
せ
る
・
切
れ
と
決
断

が
、
A1
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す

。

日
本
凶
温
法
に
明
記
さ
れ
て

い
る

よ
う
に
、
「
同
民
に
保
附
す
る
正
本
的

人
権
は
、
れ
は
す
こ
と
の
で
き
な
い
ホ

久
の
権
利
」
と
‘
人
権
は
、

.

千
叶
浮
か

っ
公
予
に
識
に
も

保
附
さ
れ
て

い
る

の
で
す
。

人
権
を
い以
す
こ
と
は
、
罪

で
あ
る
と
い
う

・
}
と
を
改
め
て
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

3

人
権
比
砂
市
一
に
つ
い
て
.
史
に
、
与
え

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す

。

私
は
先
日
、
病
院
で
臨
床
実
仰
を

行
い
ま
し
た

。

政
忠
を

持
つ
忠
弘
引き

ん
と
日

々
綾
し
ま
し
た

。

ド
爪
般
行
謎

を
行
う
と
き

、

番
れ
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

こ
と

は
、
忠
弘
引さ
ん
の

人
綿
糸
」
守
る
こ
と
、

つ
ま
り
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
絶
対
的
に

ぶ
る
と
い
う
こ
と
で
す

。

ま
た
、
川
町
一
山

に
忠
お
さ
ん
の
江
川
切
に0
.
っ
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
す

。

私
は
.
こ

う
い
っ
た

こ
と
を

心
に
と

め
、
山
丸
山
中
川
に
臨
み
ま
し
た

。

私
は
、
A

さ
ん
の
日

常
生
前
援
助

を
し
ま
し
た

。

A

さ
ん
は
、
卜

二
一年

間
山
た
き
リ
の
状
態
で
修
制
は
い
中
山
判

，
ト
と
い
う
性
的
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

膝
の
関
節
の
悩
み
と
腰
耐
を
強
く
訴

え
ら
れ
、
動
く
こ
と
が
あ
ま
り
好
き

で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
た

め
に
、
身
体
の
治
涼
も
保
た
れ
ず
、

そ
ば
に
'
行
く
と
必
-
H
Kが
あ
る
と
い
う

状
態
で
し
た
(
中
前
町
}

私
は
.
A

さ
ん
の
消
潔
へ
の
立
議

を
い
川
め
よ
う
と
思
い
、
ま
ず
足
を
洗

う

こ
と
を
勧
め
ま

し
た
。

A
さ

ん
は

山
下
柿
「
に
掛け
て
い
ま
す

。

私
は
、

流
出
誌
に
お
湯
を
入
れ
‘
A
さ
ん
の

向
日
必
を
つ
け
て
あ
げ
、
小
さ
な
タ
オ

ル
で
何
段
ら
ぬ
ぐ
い
ま
し
た

。

途
小
、

吋
主

J
U

「
ら
う
い
い
け
ん

‘
子
沈

っ

f
!
 

て
/
・
」
「
私
のこ
と
は
t
d

う
い
い
か

ら
、
他
の
仕

れ

ら
忙
し
い
で
し
ょ

う
/

・
」
な
ど
、
し
き
り
に
討
を絞
っ

て
ド
さ
い
ま
し
た

。

私
は
、
「
ハ
バ
持
ち

い
い
で
す
か

。

ど

こ

か
、
か
ゆ
い
と

こ

ろ
は
主
ぃ
、
寸
か

。

」
と
、
引
分
が

納
得
い
く
ま
て
洗
っ
て
あ
げ
ま
し
た

。

終
わ
る
と
「
れ
持
ち
が
・
以
か
っ
た

。

祉
が
ホ
カ
ホ
カ
す
る
よ

。

今
日

は
よ

う
む
れ
る

。

あ
り
カ
と
さ
ん

。

」
と

・

パ

わ
れ
ま
し
た
。
右
越
す
る
者
と
し
て

、

あ
た
り

前
の
行
ゐ
で
す
が
、
や
は
り

忠
お
さ
ん
の

H
M
ぷ
迩
は
、
私
に
と
っ

て
励
み
に
な
り
ま
し
た

。

A
さ
ん
は

、

そ
の
こ
と
を
き

っ
か

け
に
、
週
に
-
一
川
の
入
浴
日
に
は
H
MH

ん
で
人
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で

す
。

あ
の
ま
ま
入
浴
を
机
み
続
け
て

い
た
ら
、
A
さ
ん

-H
h
好
の
消
潔
は
も

ち
ろ
ん
、

人
川

と
し
て
の
尊
厳
や
人

権
J
口
、
き
っ
と
-

合
主
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ

て
い
た
で
し

ょ
う

。

私
は
、
A

さ
ん
の
消
慌
に
対
す
る

ぷ
品
を

いH
川
め
ら
れ
た
と
川
時
に
、
川

主
の
人
か
ら
も
人
間
と
し
て
符
ば

れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
・
手
品
し
た。

今
、
川
仕
え
ば
、
山
犬
刷
れ
初

日

の
が
む
し

や
ら
な
梢

一
一怖
の
ハ
バ
持
ち
がA
さ
ん

に
通
じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

こ

の
小
兵
引い
を
通
し
て
、
人
i
z

で
と

第36田町民大運動会

4月 18日(日
(雨天時は4月 25日)

掲所重信中学校グランド

(
述
っ
た
悦
点
か
ら

J

権
比u
r
mつ
ま

リ
、
相
下
の
し
正
場
に
す
日
っ
た
行
泌
を

す
る
べ
き
と
い
う

、

}
と
を
実
感
し
ま

し
た

。

そ
し
て
、
忠
析
さ
ん
の
人
権

を
守
る
に
は
、
忠
打
さ
ん
に
つ
い
て

問
解
し
、

一
裕
介

っ

た
行
護
を
ん
た
胞

し
、

利
子
の
気
持
ち
を
知
る
労
力
を

し
て
初
め
て
述
成
さ
れ
る
こ
と
に
れ

れ
川き
ま
し
た

。

ま
た
、

相
手
の
人
権
を
持
柏
市一
す
る

と
い
う

こ

と
は
、
人
間
を
思
い
や
る

、
}
と
だ
と
思
い
ま
す

。

「
心
と
心
と
の

一店
い
九
日
い
」
と
よく
~
パ
わ
れ
ま
す
が

、

一
店

泊
行
で
は
‘
心
は
泊
い
A
Hい
ま

せ
ん

。

お
じ
凡
い
の
ハ
バ
持
%
の
辿
じAH

い
が
あ
っ
て
縦
U
.さ
れ
る
も
の
で
す

。

実
刊
の
機
会
で
り
た
、
思
い
や
り
の

心
、
利
下
の
心
を
m
解
す
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
制
作
を
的
取
す
る
行
必
い
蜘

に
な
れ
る
よ
う
.
こ
れ
か
ら
も

一
一
閉

山
下
刊
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す。

みんなで、参加しましょう
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地
域
性
を
生
か
し
た

学
校
週
五
日
制
の
対
応

全
凶
的
な
話
題
の

小
で
ス
タ
ー
ト

し
た
乍
校
週
札
口
制
ら
す
で
に
下
年

を
続
た
今
日
、

そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に

お
い
て

-
Y

供
に
ゆ
と
り
と
主
体
性
を

明
い
山
か
な
体
験
を
持
た
せ
る
べ
く

労
力
し
て
お
り
ま
す

。

中l

地
域
に
お
い
て
も
、
学
校
に
お

け
る

が
前
・

が
後
の
指
将
と
地
域
の

卜
々
々
の
協
力
の
も
と
に
、
作
々
に
そ

の
成
法
が
ぶ
れ
て
き
て
お
リ
ま
す

。

中1

初
は
「
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
、

ス
ホ
l

ツ
を
し
た

。

」
「
本
で
れ
山

に

過
ご
し
た

。

」
下
が
多
く

、
家
で
の
過

ご
し
々
に
付
し
て
指
ぬ

の
必
盟
も
あ

り
ま
し
た

。

し
か
し
、
卜

一
川

に
な
る
と
「
下

伝
い
」
「
税
「
で
共
川
作
業
や
ス
ホ

|

ツ

」
「地
峡
少
年
川
出

動
」
下
が
多
く

な
り
、
活

動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま

し

た
。

『
At
H

の
ふ
れ
合
い

の
日
は
、
父
川
り

と
ら
に
休
み
で
あ

っ
た
も
の
の
法
業

農
家
の
た
め
、
ト
し
-
M

で
良
作
業
を

す
る
こ

と
に
な
り
、

'
I

供
E
V
U川

へ
一行

き
ま
し
た

。

f

供
は
ホ
ケ
ソ

ト

凶
艦

を
持
っ

て
お
り
、
山

の
抗
日
十
花
を
取
り

生
前
科
の
勉
強
だ
と
結
桝
裂
し
そ

う

に
し
て
い
ま
し

た
。

川

へ
行
く

よ

と

の
少
な
い

「
供
に
と

っ

て
、
こ

ん
な

過
ご
し
五
も
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し

'
μ
』

ま
た
卜

二
川

に
な
る
と
浅
さ
の
せ

い
か
、

状
態
が
変
わ
り
「
家
で

山
山

に
」
「
地
域
活
動
(
ク
リ
ー

ン
活
動
)

ヘ
参
加
」
「
家
の
下
伝
い
」
の
順
と
な

り
.

以
内
で
の
的
制
が
多
く

な
り
ま

し
た
が
「
T

伝
い
」
の
川
政
は
山
川

よ
り
も
は
る
か
に
多

く

な
っ

て
お
り

ま
すf

札
口
制
の
・
一
λ
胞
も
ご

-

M
け
と
な

り
組
が
ι
l
主
を
た
て

る
の

で
な
く

、

子
供
が
予
定
表
を
作
る
よ

う

に
な
り

ま
し
た

。

午
山
中

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
f

屯
し

て
い
ま

し

た
が
父
が
仕

が

で
山
山
て
し
ま
い
.
り
貌
む
た
く

あ
ん

を
泣
け
る
た
め
、
だ
い
こ
ん
を
沈

ワ

た
り
し
て
利
下
を

し

て
や
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ

た
の
で
す
が
、
f

供
は

-

紺
に
だ
い
こ
ん
洗
い
を
し

た
り
、

ひ
L

で
く
く

っ
て
I

す
な
ど
、
下
伝

い
を
よ

く
し

て
く

れ
ま
し
た

。

什l
後

は
年
白
状
を
比
H
き
か
け
た
と
こ
ろ
ぷ

注
が
遊
び
に
米
た
た
め

.

外
へ
山
て

行
き
、
，
r

主
ど

お
り
に
は
な
・
り
な
か

っ
た
よ

う

で
す
。

a

人
下

の
少
な
い
地
峡
で
も
、
そ

の

地
域
の
小
川
の
小
に
学
校
週

-h
u

制

の
仙
古
川
を
生
か
す
迫
が
あ
る

う

に

忠
わ
れ
す

。

、-

重
信
町
在
宅
ね
た
き
り
老
人
等

介
護
手
当
の
ご
案
内

こ

の
子
中
ー
は
、
川
ん
℃
に
お
い
て
ね

た
き
リ
在
人
咋
を
常
時
介
殺

し

て
い

る
れ
(
介
崎
将
)

に
刈
し

、
ね
た
き

リ
芭
人
等

の
制
祉
の
明
進
を
凶
る
こ

と
を
日
的
と

し

て
主
給
さ
れ
ま
す

ゅ

制
度
の
概

.

耐
火
は
次
の
と
お
り
で
す
。

J
E』

子
中
ー
の
一以
一
分
以
は
び
中
ν

刷
れ

江

山
本
・
ほ
で
h
ハ
ヵ

パ
以
上
の
州
問

.

ね

た
き
リ

の
い
ハ-

h
必
以
上
の
卜
ねを
治

時
介
謎
し
て
い
る

川
川

の
打

。

Z
メ
ネ
出
で
し
ハヵ
川

以
上

の
則
川

、

市

伎
の
紺
込
山
版
状の
み
ら

れ
る

六
五

歳
以
ト
の
む
を
常
時
介
必

し

て

い

る
川
川

の
ん
a

-
4，
、
・

i
z

.

‘
、
.
，
，a
-
P

4
2
1

・

寸
4

は
叫
I
a

れ
a
/
I

'

l
t

7
1

.
-

十
成
六
年
間
バ

の
作
一
二川
一

ぺ
中
川
刷
比H
交
付
先
及
び
中
山削
先

役
場
M
M
深

E
・
ハ
問1

・

J
J
O
一

は
“j
た
き

リ

レ

-
u
u

、

食
事
・

入
浴

・

排
出
咋
の
日
常
午
前

の
ほ
と

ん
ど

に
介
説
を
.
裂
す
る

状
態
を
い
う

※
竜

一伐
の
痴
呆
と

は
、
知
的
能
力

の

低
ド

に

よ
り
生

じ
る

杭
状
が
あ

り
、
日
常
午
川

の
ほ
と
ん
ど

に
介

設
を
要
す
る
状
態
を
い

う
ご

小
川
に
必
波

な
川
知

市
れ
い
い
町
伐
℃
ね
た
き
り
主
人情2
介

護
T

中l

支
給
中
川削
川
、
及
び
.
w

一

信
ん
仁
川
叫の
什
比
民
県v
h
I
し

r
、
ら
j
I

J

κ
H
U

t

J
l
い前
E
Y
-

-a日

ね
た
き
り

E

入
、

，
人は
‘
市

・凡
の

J的
H本
州H
主
人

-

人
に

つ
き
け
稲
.

・

1
1

9

ー

j
H
ド

問
、
主

給
先

中
J
v
h
{
介
必
行
)

ヘ
け
咋

.

桜
山
~

L
T
I
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sj 
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短
文
化
財
の
保

l

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
、

土
木
工
事
等
を
行
な
う

際
の

届
出
に
つ
い
て
!

に
つ
い
て

文
化
財
{
、
弘
速
の
川
光
カ
削
ぷ

-
L

夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
伶
し
き
て
き
た

州
市
の
証
で
、

M
m山
札
や
文
化
を
即
日
解

す
る
し
上
で
欠
〈
‘
」
と
の
で
き
な
い
此

取
な
造
産
で
す

。

新
し
い
文
化

の
創

造
、
そ
し
て
先
凶

・

山
ト
し
は
こ
れ
ら

文
化
地
必
の
縦
爪
の
上
に
は
じ
め
て

な
さ
れ
る
も
の
で
、
同
際
化
村
会

・

生
慌
学
内
体
系
(
町
づ
く

リ
)

の
法

礎
を
な
す
も
の
で
す
。

従
っ

て
、
私
述
は
先
人
の
逃
し
て

く

れ
た
文
化
遺
必
を
共
述
の
財
・川町
と

し
て
保
護
し
、
後
川
一
に
正
し

く

伝
え

る

市
川
町
な
使
命
が
あ
り
ま
す
そ
こ

で
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め

、

定
化

財
保
護
法
に
よ
り
次

の
、
」
と
が
主
め

ら
れ
て
お
り
ま
す

。

川

間
知

の
造
物
包
必
地
、
追
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
る
所
ι
地
に
お
い

て
、
開
発
行
為
(
十
本
-
し
れ
、
興

業
改
汗
事
業
、
刷
州L江
・

挫
築
[
レ
下

旬
J
)
を
す
る
と
き
は
、
議
中
1

地
力

追
跡
の
ト
付
加
盟
…
の
肱m
d
m
ポH
(
ぷ
川
畑
)

を
し
、
そ

の
結
附
木
造
跡
が
あ
る
と

き
は
文
化
庁
に
川
出
を
し
て
、
以
化

似
調
慌
を
行
な
う

、
-
と
か
持
政
川つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
十
本
[
が
予

を
行
な
う

場
合
は
、
先
制

の
し
ハ
ト

日

前
で
に
町
教
育
委
日
以
会

へ
刷

出
川

を
提
出
く
だ
さ
い

。

口

造
物
包
厳
地
以
外
で
ト
し
本
仁
が

物
ハ
イ

'り
つ
場
合
で
も
、
造
物

の
川
上

や
トH
m
咋
追
跡
と
認
め

ら

れ
る
も

の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
そ

の
時

点
で
速
や
か
に
川
山
を
し
て

く

だ

さ
、
ぃ
。

ぷ
し
く
は
、
町
社
会
教
育
ぷ
も

し
く
は
棋
史
民
俗
資
料
館
ま
で
、

お
問
い

A
Hわ
せ
く

だ
さ
い

。

社
会
教
行
諜

h
ハ
問
l

一
五

O
O

-

d

史
民
俗
資
料
館

h

ハ
問
1
7
4

刊
a

問
(Qル

⑧
③
⑧
⑪
 

市
一
一U川
町
社
会
M
M
刈
協
議
会
に
次
の

む
か
・
り
全
.
封
を
寄
付
ド
さ
い

し

大
西

白
戸

大
西

渡
部

城
戸

高
木

渡
部

茂
徳
さ
ん

邦
美
さ
ん

重
良
さ
ん

ミ

ヤ
子
さ
ん

雪
子
さ
ん

正
男
さ
ん

秀
雄
さ
ん

賓
正
さ
ん

(
↑
湖
)

(
山
之
内
)

(
午
洲
}

{
午
測
)

(
比
公
-
A
)

(
償
川
以
)

(
比
六
千
以
)

(
川
均
一
山
)

平
成
四
年
度
婦
人
団
体
研
修
会

一
一月
十
阿

n
m
九
時
よ
り
二
百
三

卜
余
計
が
出
席
し
て
、
屯
じ
川
町
い
姉
人

川
休
日
間
修
会
が
州
出
さ
れ
ま
し
た

。

今
年
皮
は
「
休
み
た

く

な
る
町
、

こ
ん
な
町
」
の
テ
ー
マ
で
作
分
散
会

ご
と
に
品
川
…
心
に
討
議
さ
れ
・
ま
し
た
。

今
川
は
「
フ
レ
ン
テ
ィ

l

し
げ
の
ぷ
」

の
グ
ル
ー
プ
も
参
加
し
て
よ
り
広
い

年
飴
肘
で
の
ぷ
し

A
Hい
に
な
り
ま

し

た
。

L
久
性
が

一
九
に
な

っ
て
こ

の
前
一

一
一
い
を
住
み
よ
い
町
に
し
て
い
-
で
つ

、

そ

の
た
め
に
コ
ミ
問
題
を
小
心
に
す

え
て
、
こ
れ
か
・
り
ず
っ
と
活
し
ん
い
い

を
厄
ね
て
い
く

こ
と
こ
な
り
し
た

。

春の天体観測のお知らせ
(天文愛好会員同時募集)

if( {， ;;開 fr<行委 il 会では、イ手の Àf本観測の参加希己U1'� (50 

I r.以主)を~~ II主 しています。 また、合わせて「天文」につ
、て深 く 知りたい )jや‘1'4令を泊して天体観測に参加i し

た い )j (20 汽科医}を募集 し ていますご

〔一般観測の部〕 切れ募集
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